
諸
国
人
に
と
　
つ

て

の

江

戸

社
寺
参
詣
者
を
中
心
と
し
て

山
本

光
　
正

　
は
じ
め
に

一　

社
寺
参
詣
者
と
江
戸

二
　
江
戸
近
国
人
に
と
っ
て
の
江
戸

　
お
わ
り
に

諸国人にとっての江戸

は

じ
め
に

　
全
国
の
総
城
下
町
で
あ
る
江
戸
は
、
多
く
の
人
口
を
抱
え
る
一
方
、
各
地
の

人
々

が

訪
れ

る
所
で
あ
り
、
来
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
所
で
も
あ
っ

た
。　

前
者
の
代
表

は
、
社
寺
参
詣
な
ど
の
旅
の
一
環
と
し
て
江
戸
に
立
ち
寄
る
も

の

で
、
江
戸
に
数
日
滞
在
し
、
江
戸
の
各
地
を
見
物
し
て
旅
立
っ
て
行
く
場
合

が

ほ

と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　
後
者
の
代
表
は
訴
訟
の
た
め
江
戸
に
来
ざ
る
を
え
な
い
人
々
で
あ
る
。
彼
ら

の

ほ

と
ん
ど
は
江
戸
に
長
期
間
滞
在
し
て
お
り
、
訴
訟
に
関
す
る
用
務
は
毎
日

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
余
暇
を
利
用
し
て
江
戸
の
各
地
を
回
っ
た
り
し

て

い
る
。

　
強
制

的
に
江
戸
に
来
さ
せ
ら
れ
た
人
々
に
参
勤
交
代
な
ど
の
武
士
が
い
る

が
、
本
稿
に
お
い
て
は
極
力
〃
士
”
以
外
の
階
層
を
対
象
と
し
た
い
た
め
、
こ

れ

に

つ
い
て

は

除
外
し
た
。

　
こ

の

よ
う
に
様
々
な
理
由
で
移
動
す
る
人
々
に
よ
っ
て
、
江
戸
に
限
ら
ず
諸

国
の
情
報
が
各
地
に
も
た
ら
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
江
戸

に

短
期

間
滞
在
し
た
人
々
の
行
動
範
囲
、
即
ち
彼
ら
が
何
を
見
た
の
か
を
中
心
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3

に

述
べ
て
み
た
い
。
職
業
の
関
係
か
ら
江
戸
に
滞
在
し
、
仕
事
を
通
し
て
み
た



社寺参詣者と江戸

江
戸
を
各
地
に
伝
え
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
社
寺
参
詣
な
ど
の
途
次
江
戸

に

立

ち
寄
っ
た
人
々
の
情
報
は
ま
だ
江
戸
を
見
ぬ
地
域
の
人
々
に
、
江
戸
の
印

象
を
強
烈
に
与
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
本
共
同
研
究
の
学
習
会
に
お
い
て
中
心
的
に
取
り
上
げ
た
江
戸
橋
広
小

路
に

つ
い
て

も
、
近
国
の
人
の
立
場
か
ら
若
干
触
れ
て
み
た
い
。

一　
社
寺
参
詣
者
と
江
戸

O

　
江

戸
を
訪
れ
た
人
々
の
大
半
は
短
期
滞
在
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼

ら
は
長
途
の
旅
、
伊
勢
参
宮
の
途
中
江
戸
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ

の
た

め

ま
ず
近
世
の
伊
勢
参
宮
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
か
を
、
東
国
の

人
々

を
中
心
に
し
て
み
て
み
た
い
。

　
伊
勢
参
宮
の
旅
日
記
を
も
と
に
、
参
宮
者
の
旅
程
を
分
析
し
た
先
駆
的
な
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の

に

小
野
寺
淳
氏
の

業
績
が

あ
る
。
そ
の
後
拙
稿
及
び
桜
井
邦
夫
氏
に
よ
り
研

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

究
が

進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
伊
勢
参
宮
の

ル

ー
ト
を
ど
の
よ
う
に
把
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
三
者
の
間
で

若
干
の
相
異
が
み
ら
れ
る
が
、
旅
程
の
お
よ
そ
の
基
本
的
パ
タ
ー
ソ
は
次
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
た
。

在
所±
ζ
響
・
江
の
阜
藤
沢
人
久
能
山
〉
－
掛
人
秋
葉
山

－
鳳
来
寺
Y
宮
人
障
Y
桑
千
伊
㌣
奈
辛
士
・
野
⊥
口
同
野
山

　
　
ー
大
坂
ー
京
ー
草
津
（
中
山
道
に
入
る
）
1
善
光
寺
－
追
分
ー
在
所

　
こ

の

コ

ー
ス
に
西
国
巡
礼
や
金
毘
羅
・
厳
島
な
ど
が
付
加
さ
れ
る
場
合
も
多

く
あ
っ
た
。
街
道
は
東
海
道
と
中
山
道
が
利
用
さ
れ
、
こ
れ
に
鎌
倉
・
江
の

島
、
秋
葉
山
な
ど
の
名
所
旧
跡
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
外
東
北
の
太
平

洋
沿

岸
の
人
々
は
鹿
島
・
息
栖
・
香
取
・
成
田
な
ど
を
見
て
江
戸
に
入
っ
て
い

る
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
地
域
旅
行
圏
が
長
途
の
旅
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
も
の
と

考
え
た
。

　
伊
勢
参
宮
と
い
え
ば
旅
の
代
名
詞
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
多
く

の

日
数
と
費
用
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
大
都
市
を
中
心
に

数
泊
の
旅
行
圏
が
で
き
あ
が
っ
た
。
た
と
え
ば
江
戸
の
場
合
鎌
倉
・
江
の
島
・

成

田
等
々
の
旅
が
あ
る
。
成
田
参
詣
は
少
し
足
を
延
ば
せ
ば
香
取
・
鹿
島
・
息

栖

を
回
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
旅
行
圏
の
発
達
に
よ
り
交
通
施
設
も
充
実

し
、
伊
勢
参
宮
の
よ
う
な
長
途
の
旅
の
コ
ー
ス
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
桜
井
氏
は
伊
勢
参
宮
の
行
程
を
次
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

　
　
○
伊
勢
往
復
型

　
　
⇔
近
畿
周
遊
型

　
　
㊤
デ
ラ
ッ
ク
ス
型

　
○
は
単
に
伊
勢
を
往
復
す
る
だ
け
、
◎
は
近
畿
地
方
の
多
く
の
社
寺
を
回
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諸国人にとっての江戸

る
、
⇔
は
近
畿
圏
を
脱
し
金
毘
羅
や
時
に
は
九
州
ま
で
足
を
延
ば
す
も
の
と
し

て

い

る
。
こ
の
う
ち
○
は
三
春
藩
の
場
合
で
、
同
藩
は
旅
の
日
数
を
定
め
て
お

り
、
伊
勢
参
宮
は
三
三
日
で
、
こ
れ
で
は
日
程
的
に
伊
勢
往
復
し
か
で
き
な
か

っ

た

と
し
て
い
る
。
ま
た
⇔
⇔
は
費
用
面
か
ら
の
分
類
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

こ

の

分
類
が

適
切
で

あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
伊
勢
参
宮
が
一
定
の
枠
内
で

行
わ
れ

て

い
た

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
⇔

　

こ
こ
で
は
旅
の
一
環
と
し
て
江
戸
を
訪
れ
た
人
々
の
日
記
八
点
を
取
り
上

げ
、
旅
行
期
間
及
び
江
戸
に
お
け
る
行
動
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

　
①

　
史
料
名

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
東
岡
仙
参
宮
日
記

　
筆
者

　
　
出
羽
国
村
山
郡
楯
南
村
　
安
孫
子
周
蔵

　
旅
行
期
間

　
　
明
和
八
年
三
月
八
日
ー
八
月
一
日

　
江
戸
に
お
け
る
行
動

　
　
三
月
二
二
日
江
戸
着

　
　
三
月
二
七
日
浅
草
本
堂
ー
五
重
塔
1
三
社
権
現
ー
両
国
ー
常
盤
橋
ー
大
名

小
路

1
麹
町
ー
麹
町
天
神
ー
愛
宕
山
－
増
上
寺
ー
深
川
ー
三
十
三
間
堂
ー

八
幡

宮
（
富
岡
）
ー
洲
崎
弁
天

三
月
二
八
日
両
国
（
船
）
ー
羅
漢
寺
ー
亀
戸
天
神
ー
秋
葉
－
弘
福
寺
ー
牛
御

前
ー
三
囲
稲
荷
ー
回
向
院
－
浅
草
ー
吉
原
（
道
中
を
見
る
）
1
浅
草
門
跡

（東
本
願
寺
）

下
谷
五
条
天

神
i
上
野
仁
王
門
－
山
王
権
現
i
本
堂
ー
日
暮
里
ー
道
灌
山

ー
朝
日
山
（
飛
鳥
山
）
ー
金
輪
寺
ー
滝
野
川
弁
天
ー
駒
込
吉
祥
寺

越
後
屋
ー
聖
堂
ー
水
戸
百
間
長
屋
ー
桜
の
馬
場
！
神
田
大
明
神
1
上
野
ー

医
学
講
所

七
月
二
四
日
江
戸
着

七
月
一
五
日
軽
業
見
物

七
月
一
七
日
両
国
見
物

七
月
一
九
日
石
摺
五
枚
購
入

七
月
二
二
日
江
戸
発

②史
料
名

　
　
　
　
（
4
）

　
参
宮
道
中
記

筆
者

　
出
羽
国
村
山
郡
高
屋
村

旅
行
期
間

今
井
幸
七
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社寺参詣者と江戸

　
安
永
六
年

＝
月
二
八
日
1
安
永
七
年
三
月
三
日

江

戸
に
お
け
る
行
動

　
一
二
月
八
日
江
戸
着
、
馬
喰
町
二
丁
目
か
り
ま
め
や
茂
右
衛
泊

　
一
二
月
九
日
永
代
橋
1
深
川
八
幡
宮
－
洲
崎
弁
天
－
羅
漢
寺
ー
亀
戸
天
神

　
ー
花
園
大
明
神
ー
回
向
院
－
両
国
橋
ー
夜
に
吉
原
見
物

　
一
二
月
一
〇
日
浅
草
観
音
－
三
社
権
現
ー
東
門
跡
ー
上
野
薬
師
堂
ー
御
三

　
家
御
霊
屋
－
山
王
大
権
現
－
不
忍
弁
天
－
湯
島
天
神
－
神
田
大
明
神
－
大

　
名
小
路

　

＝
一
月
一
一
日
日
本
橋
ー
増
上
寺
ー
泉
岳
寺
1
東
海
道

③史
料
名

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
伊
勢
参
宮
道
中
日
記

筆
者

　
陸
奥
国
宇
多
郡
新
沼
村
　
四
栗
士
須
衛

旅
行
期
間

　
文
化
＝
二
年
一
二
月
一
日
－
文
化
一
四
年
二
月
五
日

江
戸
に
お
け
る
行
動

　
一
二
月
＝
一
日
江
戸
着
、
橋
本
町
四
丁
目
江
口
屋
仁
右
衛
門
泊

　
一
二
月
一
三
日
神
田
明
神
ー
霊
雲
寺
ー
湯
島
天
神
ー
上
野
ー
浅
草
ー
妙
見

　
　
　
　
　
　
　
（
回
向
院
）

　
ー
亀
戸
天
神
ー
無
縁
寺
ー
五
百
羅
漢

＝
一
月
一
四
日
丸
の
内
ー
愛
宕
大
権
現
ー
増
上
寺
ー
神
明
ー
大
名
小
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
8

（
相
馬

屋

敷
）
1
越
後
屋
・
布
袋
屋
・
大
丸
屋
・
大
和
屋
・
蛯
子
屋
・
大
　
3

黒
屋

一
二
月
一
五
日
泉
岳
寺
ー
東
海
道

④史
料
名
檀
道
宵
憂

筆
者

　
上
野
国
那
波
郡
戸
谷
塚
村
　
飯
嶋
英
水

旅
行
期
間

　
文

政
一
〇
年
閏
六
月
二
四
日
ー
七
月
九
日

江
戸
に
お
け
る
行
動

　
七
月
四
日
江
戸
着
、
泉
岳
寺
ー
増
上
寺
ー
神
明
大
明
神
ー
愛
宕
山
ー
京
橋

　
ー
諸
々
見
物
ー
日
本
橋
ー
馬
喰
町
三
丁
目
信
濃
屋
与
市
泊

　
七
月
五
日
吹
屋
町
芝
居
見
物
－
新
吉
原
（
船
）
ー
両
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
忍
池
力
）

　
七
月
六
日
浅
草
観
音
ー
浅
草
門
跡
ー
上
野
東
叡
山
－
蓮
池
弁
財
天
ー
湯
嶋

　
　
　
　
（
妻
恋
力
）

　
天
神
ー
稲
荷
大
明
神
ー
神
田
大
明
神
ー
丸
の
内
（
案
内
人
付
）

　
七
月
七
日
本
郷
ー
駒
込
1
王
子
稲
荷
ー
帰
途

⑤史
料
名



諸国人にとっての江戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　

伊
勢
参
宮
花
能
笠
日
記

筆
者

　

出
羽
国
村
山
郡
寒
河
江
　
渡
辺
安
治

旅
行
期
間

　

文
政

＝
年
一
月
「
八
日
－
五
月
「
四
日

江
戸
に
お
け
る
行
動

　

二
月
三
日
江
戸
着
、
馬
喰
町
三
丁
目
信
濃
屋
与
市
泊

　

二
月
一
六
日
聖
堂
－
神
田
明
神
ー
湯
島
天
神
ー
池
の
端
弁
天
ー
上
野
山
下

　

ー
知
人
宅
ー
東
門
跡
（
東
本
願
寺
）
1
観
世
音
（
浅
草
）

　

二
月
二
七
日
知
人
宅
ー
深
川
八
幡
ー
洲
崎
弁
天
ー
五
百
羅
漢
－
梅
屋
敷
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　

亀
戸
天
神
－
妙
見
堂
ー
三
囲
稲
荷
－
弘
福
寺
ー
牛
の
御
前
－
白
髪
明
神
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
木
）

　
木
母

寺
ー
梅
若
塚
ー
真
先
稲
荷
ー
神
明
1
待
乳
山
聖
天
ー
駒
形
観
世
音

　

二
月
一
九
日
江
戸
発

⑥史
料
名

　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
伊
勢
参
宮
道
中
記

筆
者

　
陸
奥
国
会
津
郡
保
城
村
　
小
椋
氏

旅
行
期
間

　
嘉
永
三
年
一
月
九
日
ー
三
月
｝
七
日

江
戸
に
お
け
る
行
動

　
一
月
一
六
日
江
戸
着
、
馬
喰
町
三
丁
目
浪
花
講
土
屋
平
兵
衛
泊

　
一
月
一
七
日
神
田
大
明
神
－
妻
恋
稲
荷
ー
湯
島
天
神
ー
不
忍
弁
天
ー
東
叡

　
山
－
東
本
願
寺
ー
浅
草
観
音
ー
吾
妻
橋
ー
柳
島
妙
見
ー
吾
妻
森
権
現
ー
梅

　
屋
敷
ー
亀
戸
天
神
ー
回
向
院
－
両
国
橋
（
案
内
人
付
）

　
一
月
一
八
日
芝
居
見
物
ー
大
名
屋
敷
見
物
（
大
名
小
路
）
ー
山
王
権
現
－

　
愛
宕
山
ー
増
上
寺
－
神
明
－
泉
岳
寺
ー
小
山
町
山
王
権
現
（
案
内
人
付
）

　

ー
東
海
道

⑦史
料
名

　
　
　
　
　
（
9
）

　
道
中
日
記
帳

筆
者

　
陸
奥
国
会
津
郡
関
本
村
　
渡
辺
吉
蔵

旅
行
期
間

　
安
政
三
年
二
月
一
日
－
四
月
一
七
日

江

戸
に
お
け
る
行
動

　
二
月
七
日
江
戸
着
、
小
網
町
白
子
屋
勘
助
泊
力

　
二
月
＝
日
江
戸
出
立
、
こ
の
間
の
見
物
地
を
記
す
も
、
日
程
は
不
明

　
五
百
羅
漢
ー
亀
戸
天
神
－
浅
草
観
世
音
ー
両
国
橋
ー
増
上
寺
ー
松
坂
屋
・

　
白
木
屋
・
ゑ
び
す
屋
・
ほ
て
い
屋
・
大
丸
・
越
後
屋
ー
神
田
明
神
ー
湯
島
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マ
マ
　

天
神
－
蓮
池
弁
天
ー
東
叡
山
ー
芝
神
明
ー
東
御
門
跡
ー
霞
跡
ー
深
川
八
幡

ー
洲
崎
弁
天
ー
三
十
三
間
堂
ー
愛
宕
山
－
寅
門
金
毘
羅
大
権
現
－
泉
岳
寺

⑧史
料
名

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
道
中
行
程
日
記
帳

筆
者

　
山
形
県
村
山
郡
下
飯
塚
村
　
武
田
伝
之
助

旅
行
期
間

　

明
治
七
年
二
月
二
七
日
－
明
治
八
年
二
月
一
五
日

東
京
に
お
け
る
行
動

　
一
月
三
一
日
泉
岳
寺
を
見
て
宿
へ
、
蔵
前
蓬
木
屋
弥
兵
衛
泊

　
二
月
一
日
浅
草
寺
ー
東
本
願
寺
ー
報
恩
寺
ー
寛
永
寺
ー
湯
島
天
神
ー
御
城

　
内
（
大
蔵
省
通
り
ぬ
け
）
1
日
本
橋
i
両
国
橋
（
知
人
の
案
内
）

　
二
月
二
日
吉
原
見
物

　
二
月
三
日
行
動
不
明

　
二
月
四
日
芝
居
見
物

　
二
月
五
日
東
京
出
発

　
①
の

『
東

岡
仙
参
宮
日
記
」
は
原
史
料
通
り
の
名
称
で
は
な
く
、
寒
河
江
方

面

で
一
般
に
呼
ば
れ
て
い
る
名
称
で
あ
る
。
こ
の
旅
日
記
は
『
い
せ
参
宮
道
中

小
つ
か
い
覚
帳
」
、
『
東
岡
仙
伊
勢
参
宮
」
、
「
見
聞
録
」
の
三
冊
か
ら
な
っ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
『
い
せ
参
宮
道
中
小
つ
か
い
覚
帳
』
は
毎
日
の
支
出
を
丹
念
に

記

し
た
も
の
で
あ
り
、
『
東
岡
仙
伊
勢
参
宮
」
は
旅
そ
の
も
の
の
記
録
と
い
う

よ
り
、
旅
先
で
聞
い
た
話
が
主
で
あ
る
。
『
見
聞
録
』
は
旅
先
の
話
の
外
、
江

戸
や
京
都
な
ど
で
の
行
動
を
記
し
て
あ
る
。

　

筆
者
は
楯
南
村
名
主
安
孫
子
久
右
衛
門
の
次
男
安
孫
子
周
蔵
で
、
俳
号
を
東

岡
と
称
し
た
。
安
孫
子
家
は
代
々
酒
造
業
を
営
み
、
東
岡
は
安
永
六
年
＝
月

三
十
六
歳
の
時
に
分
家
し
て
い
る
。
彼
は
『
藻
屑
集
』
・
「
世
の
恩
集
』
・

「
俳
譜
初
心
手
引
草
」
な
ど
を
著
わ
す
ほ
ど
の
俳
人
で
あ
っ
た
。

　

明
和
八
年
の
旅
は
周
蔵
の
外
に
弟
の
千
長
、
医
師
山
村
玄
悦
（
山
村
月
巣
の

父
）
が
一
緒
で
あ
っ
た
。
一
行
は
三
月
八
日
に
出
発
し
、
日
光
・
江
戸
・
京
・

大

坂
・
奈
良
・
伊
勢
に
達
し
、
再
び
江
戸
に
出
て
八
月
一
日
に
帰
郷
し
て
い

る
。

　
東
岡
一
行
の
旅
の
目
的
は
当
然
伊
勢
参
宮
で
あ
る
が
、
こ
の
外
池
大
雅
に
依

頼

し
て
お
い
た
扁
額
の
揮
毫
を
受
け
取
り
に
行
く
こ
と
に
も
あ
っ
た
。

　
一
行
の
江
戸
に
お
け
る
主
な
行
動
を
『
い
せ
参
宮
道
中
小
つ
か
い
覚
帳
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
芝
）

見

る
と
、
到
着
し
た
そ
の
日
に
「
し
ば
居
札
せ
ん
」
と
し
て
六
四
文
を
支
出
、

二
六

日
「
ゑ
戸
図
壱
枚
」
を
一
六
文
で
購
入
、
二
七
日
は
案
内
人
に
「
な
ら

茶
」
を
振
舞
い
、
二
九
日
は
両
国
か
ら
羅
漢
寺
ま
で
の
船
賃
と
亀
戸
で
の
昼
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飛
鳥
）

代
、
案
内
銭
、
四
月
一
日
は
相
撲
札
銭
、
四
月
三
日
に
は
「
朝
日
山
ノ
え
ん
ぎ
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壱
枚
」
代
金
を
支
出
し
て
い
る
。

　

そ
の
日
の
支
出
を
そ
の
日
に
書
き
記
す
こ
と
は
旅
先
で
は
困
難
で
あ
っ
た
ろ

う
が
、
『
見
聞
録
』
の
日
程
と
は
少
々
矛
盾
が
あ
る
。
但
し
『
見
聞
録
」
に
記

さ
れ
た
行
程
、
特
に
二
八
日
の
行
動
は
一
日
で
は
回
り
き
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
二
八
日
の
行
程
に
は
段
落
が
設
け
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
原
文
の
通
り
で
あ

り
、
恐
ら
く
三
日
に
渡
っ
て
の
見
物
か
と
思
わ
れ
る
。

　
一
行
は
三
月
二
七
日
に
浅
草
及
び
そ
の
周
辺
、
大
名
小
路
そ
し
て
麹
町
に
出

て

い

る
が
、
こ
れ
は
知
人
に
逢
う
た
め
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
愛
宕
山
・

増
上
寺
さ
ら
に
方
向
を
転
じ
て
深
川
方
面
と
見
物
の
コ
ー
ス
と
し
て
は
遠
回
り

を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
二
八

日
の
コ
ー
ス
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
羅
漢
寺
か
ら
東
本
願
寺
ま

で

で
｝
日
、
下
谷
五
条
天
神
か
ら
駒
込
吉
祥
寺
ま
で
で
一
日
、
越
後
屋
か
ら
医

学
講
所
で
一
日
の
計
三
日
を
要
し
た
の
だ
ろ
う
。
『
見
聞
録
」
に
よ
る
と
、
「
よ

し
原
へ
見
物
、
昼
ハ
さ
び
し
、
し
か
し
道
中
ヲ
見
ル
、
夜
二
入
テ
に
ぎ
や
か
な

り
」
と
あ
り
、
吉
原
に
何
度
か
足
を
運
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

『
見
聞

録
』
は
単
に
見
物
コ
ー
ス
を
書
い
た
だ
け
で
な
く
、
目
に
し
た
神
社
仏

閣
等
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
る
。
記
す
と
い
っ
て
も
「
浅
草
本
堂
廿
壱
間
程
、

天
上

ノ
竜
七
八
間
程
、
安
信
筆
、
五
重
塔
あ
り
、
三
社
権
現
堂
あ
り
」
と
い
う

よ
う
に
寺
社
境
内
の
配
置
や
大
き
さ
な
ど
を
述
べ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
彼
ら

の

目
に
は
こ
う
し
た
寺
社
仏
閣
以
上
に
雑
踏
、
人
込
み
が
目
に
付
い
た
ら
し

く
、
「
浅
草
両
国
の
は
ん
じ
ゃ
う
ハ
言
語
二
の
べ
が
た
し
、
」
「
神
明
（
飯
倉
神
明

宮
、
港
区
芝
）
へ
参
ル
、
門
前
に
き
わ
し
」
「
不
忍
の
弁
天
あ
り
、
蓮
あ
り
、

大
池
な
り
、
開
帳
に
ぎ
や
か
な
り
」
と
そ
の
様
子
を
書
い
て
い
る
。
小
遣
の
支

出
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
見
物
の
う
ち
二
度
程
は
案
内
を
雇
っ
て
い
る
。

　

帰
途
江

戸
に
立
ち
寄
っ
た
際
の
記
述
は
「
見
聞
録
」
に
は
記
さ
れ
て
お
ら

ず
、
「
い
せ
参
宮
道
中
小
つ
か
い
覚
帳
」
に
簡
単
に
メ
モ
さ
れ
て
い
る
程
度
で

あ
る
。
二
度
目
の
時
は
軽
業
を
見
、
両
国
見
物
を
し
て
い
る
が
、
主
な
目
的
は

土
産
品

等
の
買
物
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
七
月
二
〇
日
に
は
荷
物
用
の
ご
ざ
を
購

入
し
て
い
る
。

　
②
の
『
参
宮
道
中
記
」
の
筆
者
は
出
羽
国
村
山
郡
高
屋
村
の
今
井
幸
七
が
書

き
残
し
た
も
の
で
あ
る
。
在
所
を
出
発
し
た
一
行
は
江
戸
を
見
物
し
た
後
、
伊

勢
、
西
国
巡
礼
を
し
、
中
山
道
か
ら
日
光
に
出
て
帰
郷
し
て
い
る
。

　
一
二
月
八
日
に
江
戸
に
到
着
し
た
一
行
は
、
翌
九
日
深
川
方
面
を
振
り
出
し

に
、
亀
戸
・
両
国
方
面
を
回
り
、
夜
吉
原
見
物
を
し
て
い
る
。
こ
の
日
の
昼
の

案
内
料
が
一
五
〇
文
、
吉
原
の
案
内
料
が
七
二
文
か
か
っ
て
い
る
。

　
一
〇
日
は
浅
草
寺
を
中
心
と
し
た
辺
り
か
ら
、
上
野
・
湯
島
天
神
・
神
田
明

神
・
大
名
小
路
を
見
物
し
、
最
終
日
は
日
本
橋
か
ら
増
上
寺
・
泉
岳
寺
に
立
ち

寄

り
東
海
道
を
伊
勢
に
向
っ
て
い
る
。
見
聞
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
コ
メ
ソ
ト

は

ほ

と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
泉
岳
寺
の
料
金
の
支
払

い
に

つ
い
て

の

み
次
の

よ
う
に
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
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（
お
）

　

「
是

ヲ
あ
か
む
二
、
寺
へ
願
へ
、
か
ぎ
を
借
り
、
壱
人
前
六
文
宛
出
ス
、
是

　
ハ
か
ぎ
ヲ
か
い
す
と
き
二
出
ス
へ
し
、
則
は
か
所
ハ
少
し
坂
ヲ
登
り
、
門
ヲ

　
あ
け
入
る
也
、
（
以
下
略
）
」

ま
た
泉
岳
寺
は
東
海
道
沿
い
と
は
い
え
、
旅
人
に
は
そ
の
所
在
が
判
り
に
く
か

っ

た

の

か
、
「
則
せ
ん
が
く
寺
を
尋
ぬ
る
ニ
ハ
、
江
戸
出
口
左
二
海
ヲ
見
る
所

二

て

た

つ
ぬ
べ

し
」
と
書
き
留
め
て
い
る
。

　
③
は

中
村
藩
（
相
馬
藩
）
領
新
沼
村
の
四
栗
士
須
衛
の
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
四
栗
士
須
衛
は
四
栗
太
郎
右
衛
門
の
子
供
で
、
同
家
は
新
沼
村
の
在
郷
給

人
で

あ
り
、
同
村
の
肝
入
を
も
勤
め
た
。
旅
に
出
た
文
化
二
二
年
に
士
須
衛
は

二

一
歳

で
、
旅
の
総
勢
は
＝
ハ
名
で
あ
っ
た
。

　
一
行
は
鹿
島
・
息
栖
・
香
取
・
成
田
を
途
次
見
物
し
、
江
戸
に
は
一
二
月
一

二

日
に
到
着
し
て
い
る
。
翌
日
湯
島
方
面
か
ら
上
野
・
浅
草
・
亀
戸
・
五
百
羅

漢

を
見
物
し
て
い
る
。
行
程
か
ら
み
て
亀
戸
天
神
ー
無
縁
寺
ー
五
百
羅
漢
と
い

う
の
は
納
得
し
難
い
。
お
そ
ら
く
無
縁
寺
を
一
番
最
後
に
訪
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
一
四
日
は
大
名
小
路
に
行
き
「
相
馬
屋
敷
へ
参
り
候
て
、
」
と
あ
り
、
相
馬
藩

邸
に

お

い
て

休
息

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
よ
り
日
本
橋
周
辺
の
越
後

屋
を
は
じ
め
と
す
る
呉
服
店
を
端
か
ら
見
物
し
て
い
る
。
ま
さ
に
デ
パ
ー
ト
見

物
で

あ
る
。
一
五
日
に
江
戸
を
出
立
し
て
泉
岳
寺
を
見
、
伊
勢
に
向
っ
て
い

る
。

　
④
は

上
野
国
那
波
郡
戸
谷
塚
村
の
飯
嶋
英
水
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在

知
る
こ
と
の
で
き
る
範
囲
で
は
、
飯
島
氏
の
旅
日
記
は
文
政
　
○
年
閏
六
月
の

『
棺豊
胃
記
帳
』
を
初
め
と
し
て
・
慶
応
元
年
ま
で
一
三
件
の
・
記
が
残
・
迎

て

い

る
。
こ
の
う
ち
一
件
は
清
書
本
で
あ
る
。
こ
の
旅
日
記
に
は
英
水
・
吉

清
・
義
清
と
最
終
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
英
水
は
号
で
、
本
名
は
吉

清
・
義
清
と
名
乗
っ
て
い
た
ら
し
い
。
英
水
の
旅
日
記
は
こ
の
外
主
な
も
の
に

伊
勢
・
大
和
・
大
峰
・
四
国
方
面
、
長
崎
方
面
、
出
羽
三
山
方
面
の
も
の
が
あ

る
。
英
水
は
文
政
十
年
に
二
三
歳
と
あ
る
か
ら
、
出
羽
三
山
方
面
へ
旅
を
し
た

慶
応
元
年
に
は
六
一
歳
で
あ
っ
た
。
彼
は
長
途
の
旅
の
外
、
上
州
及
び
そ
の
近

傍

も
旅
を
し
て
い
る
か
ら
、
単
な
る
旅
好
き
と
い
う
よ
り
旅
行
家
と
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
た
め
英
水
が
旅
に
対
し
て
初
々
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
文

政
一
〇
年
の
旅
は
、
江
戸
で
の
行
動
を
あ
る
程
度
記
し
て
い
る
が
、
以
降
の
日

記
は

江
戸
に
お
け
る
記
述
は
数
行
で
終
っ
て
い
る
。

　

さ
て
英
水
は
文
政
一
〇
年
閏
六
月
二
四
日
に
在
所
を
立
ち
、
甲
州
道
中
に
出

て

富
士
山
に
登
り
、
矢
倉
沢
往
還
を
通
っ
て
大
山
・
江
の
島
・
鎌
倉
を
経
て
七

月
四
日
江
戸
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
見
物
も
泉
岳
寺
が
最
初
に
な
り
、
増

上
寺
・
飯
倉
神
明
・
愛
宕
山
を
見
て
宿
に
到
着
し
て
い
る
。

　
翌

日
は
芝
居
を
見
物
し
、
夜
は
案
内
人
を
雇
い
吉
原
を
見
物
し
て
い
る
。
六

日
は
浅
草
・
上
野
・
湯
島
天
神
・
神
田
大
明
神
・
丸
の
内
（
大
名
小
路
で
あ
ろ

う
）
を
見
物
し
て
い
る
。
こ
れ
も
案
内
人
を
雇
っ
て
い
る
。
最
終
日
は
道
筋
の

名
所
を
見
つ
つ
王
子
に
出
、
そ
れ
よ
り
中
山
道
に
入
り
帰
郷
し
て
い
る
。
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⑤
は

出
羽
国
村
上
郡
寒
河
江
の
人
で
、
渡
辺
安
治
の
父
吉
兵
衛
は
紅
花
を
は

じ
め
、
京
・
大
坂
と
商
取
引
を
行
っ
て
い
た
家
で
あ
る
。
旅
の
同
行
者
は
渡
辺

茂
吉
・
安
孫
子
周
蔵
・
安
達
祐
治
の
三
名
で
、
渡
辺
茂
吉
は
安
治
の
弟
ら
し

い
。
安
孫
子
周
蔵
は
①
の
筆
者
の
孫
に
あ
た
り
、
安
達
祐
治
は
素
封
家
で
、
彼

の

妹
は
安
孫
子
周
蔵
に
嫁
い
で
い
る
。
四
人
は
親
し
い
友
人
同
士
で
あ
っ
た
ら

し
く
、
年
齢
も
祐
治
三
〇
歳
、
周
蔵
二
六
歳
で
、
安
治
と
茂
吉
も
同
じ
よ
う
な

年
齢
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
一
行
が
江
戸
に
到
着
し
た
の
が
二
月
三
日
で
、
江
戸
を
立
つ
の
が
同
月
一
九

日
で
あ
る
か
ら
、
江
戸
に
一
七
日
間
滞
在
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
間
明

ら
か
に
江
戸
見
物
を
目
的
と
し
て
行
動
し
た
の
は
二
月
一
六
日
と
一
七
日
の
二

日
間
で
あ
る
が
、
一
行
は
江
戸
に
知
人
が
多
か
っ
た
ら
し
く
、
各
所
に
出
か
け

て

い

る
。
た
と
え
ば
一
四
口
の
記
事
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
上
槙
町
尾
台

良
佐
様
井
平
田
淳
庵
老
道
一
子
見
舞
二
参
る
、
帰
り
二
馬
喰

　
　
町
壱
丁
目
下
野
や
伊
助
方
へ
参
、
岡
ノ
栄
七
子
へ
懸
御
目
候
、
昼
時
汐
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
こ

　
　
俊
様
同
道
二
而
両
国
柳
町
河
内
や
方
二
而
誹
諮
書
画
之
会
席
へ
参
、
暮
時

　
　
宿
へ
帰
る
。

　
一
行
の
う
ち
渡
辺
安
治
は
和
歌
を
、
安
達
祐
治
は
俳
号
を
芦
暁
斎
と
称
す
る

な
ど
、
彼
ら
は
地
域
に
お
け
る
文
化
人
で
も
あ
っ
た
た
め
、
江
戸
と
の
繋
り
も

か

な
り
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
六
・
↓
七
日
の
江
戸
見
物
は
浅
草
・
隅
田
・
深

川
方
面
に
片
寄
っ
て
い
る
が
、
他
の
名
所
・
旧
跡
な
ど
は
各
所
に
出
か
け
た
お

り
に
訪
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
⑥
は

旧
会
津
領
南
山
保
上
小
屋
の
木
地
屋
小
椋
氏
が
伊
勢
参
宮
を
し
た
時
の

も
の
で
あ
る
。
日
記
の
標
題
は
『
伊
勢
参
宮
道
中
記
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
実

際
は

木
地
屋
縁

り
の
地
を
歩
く
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
伊
勢
参
宮
の

あ
と
高
野
・
吉
野
・
奈
良
・
大
坂
・
京
都
を
見
物
し
た
後
、
蛭
谷
・
君
ケ
畑
な

ど
木
地
屋
の
近
江
根
元
の
地
を
回
っ
て
い
る
。

　
一
行
は
総
勢
一
一
名
で
、
嘉
永
三
年
一
月
一
六
日
に
江
戸
に
到
着
し
、
翌
日

は

上

野
・
浅
草
・
亀
戸
方
面
を
、
一
八
日
は
芝
居
を
見
物
し
、
そ
の
あ
と
大
名

小
路
か

ら
永
田
町
の
山
王
権
現
・
愛
宕
山
・
増
上
寺
・
泉
岳
寺
な
ど
を
回
り
、

そ

の

足
で

江
戸
を
離
れ
て
川
崎
宿
に
宿
泊
し
て
い
る
。

　
⑦
は

会
津
の
関
本
村
渡
辺
吉
蔵
の
記
し
た
も
の
だ
が
、
彼
の
家
に
つ
い
て
は

不
明
で

あ
る
。
旅
を
し
た
時
の
年
齢
は
二
五
歳
で
、
国
許
を
立
つ
時
は
一
一
人

で

あ
っ
た
が
、
途
中
江
戸
で
四
人
、
東
海
道
興
津
宿
で
五
人
が
合
流
し
、
計
二

〇

人
に

な
っ
て
い
る
。

　
一
行
は
七
日
に
下
総
の
関
宿
か
ら
船
で
「
に
の
い
」
ま
で
来
て
い
る
。
「
に

の

い
」

は

現
江
戸
川
区
の
二
之
江
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
よ
り
小
船
に
乗
り
「
江
戸

羅
漢
前
二
上
り
」
と
い
う
か
ら
、
こ
の
日
の
う
ち
に
羅
漢
寺
及
び
亀
戸
方
面
を

見
物
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
以
後
は
二
月
二
〇
日
ま
で
の
間
、
江
戸
各
所
を
歩

い
て

い

る
が
、
何
日
に
何
処
を
回
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
彼
の
日
記
の
中
　
4
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

で

特
に
詳
し
く
記
し
て
い
る
の
は
橋
の
長
さ
で
あ
る
。
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一
束
橋
　
長
サ
九
拾
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
擬
宝
珠
）

　

　
一
両
国
橋
　
長
サ
九
拾
六
間
　
但
し
き
星
付
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昌
力
）

　
右
の
よ
う
に
日
本
橋
・
今
川
橋
・
正
平
橋
・
京
橋
・
永
代
橋
・
新
大
橋
・
大

川
橋
の
長
さ
を
記
録
し
て
い
る
。
他
地
域
、
特
に
大
坂
を
見
物
し
た
時
も
橋
の
こ

と
を
記
し
て
は
い
る
が
、
江
戸
ほ
ど
詳
し
く
は
な
い
。
彼
は
巨
大
都
市
江
戸
を

流

れ
る
川
に
多
く
の
橋
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
橋

の

長
さ
を
記
し
た
の
は
江
戸
に
い
か
に
大
き
な
橋
が
数
多
く
あ
る
か
を
表
現
す

る
た
め
で
、
彼
は
橋
以
外
の
建
造
物
の
間
口
、
奥
行
も
丹
念
に
書
い
て
い
る
。

　
一
行
は
江
戸
を
立
ち
、
伊
勢
・
熊
野
三
山
・
金
毘
羅
・
大
坂
・
京
・
奈
良
を

回
り
、
善
光
寺
を
回
っ
て
帰
国
し
て
い
る
。

　
⑧
は

江
戸
と
い
う
よ
り
東
京
に
お
け
る
行
動
で
あ
る
。
筆
者
の
家
は
近
世
に

お

い
て

は

出
羽
国
村
山
郡
下
飯
塚
村
の
名
主
を
代
々
勤
め
て
お
り
、
伝
之
助
の

父
は

医
者
と
し
て
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
。

　
同
行
は
五
人
で
彼
ら
の
旅
程
は
在
所
か
ら
日
本
海
側
に
出
て
、
高
田
か
ら
善

光
寺
に
詣
で
、
中
山
道
を
通
っ
て
京
都
・
大
坂
・
姫
路
・
高
野
・
吉
野
・
奈
良

・

伊
勢
を
回
り
、
明
治
八
年
一
月
三
一
日
に
東
京
に
入
っ
て
い
る
。

　
二
月
一
日
に
江
戸
見
物
を
す
る
が
、
案
内
は
知
人
（
伯
父
ら
し
い
）
に
頼
み
、

浅
草
・
上
野
・
湯
島
・
江
戸
城
内
・
日
本
橋
を
見
物
し
て
い
る
。
但
し
寛
永
寺

は

明
治
元
年
官
軍
と
彰
義
隊
の
戦
に
よ
り
伽
藍
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

二
月
二
日
は
一
日
か
け
て
吉
原
の
見
物
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
旅
日
記

に

は

吉
原
見
物
の
こ
と
が
し
ば
し
ば
出
て
く
る
が
、
ど
の
程
度
ま
で
見
物
が
で
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き
る
の
か
は
記
し
て
い
な
い
。
本
日
記
に
は
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
が
詳
し
く
書
　
3

か
れ

て

い

る
の
で
、
長
文
に
わ
た
る
が
引
用
し
て
お
こ
う
。

　
　
一
新
吉
原
　
　
　
　
　
　
　
　
揚
屋
中
村
長
兵
衛

　
　
　
　
是
ハ
大
家
二
し
て
五
蓋
井
楼
、
五
階
宮
、
数
丈
の
楼
に
登
り
て
四
方

　
　
　
　
の
万
里
を
見
下
し
、
況
や
羽
前
の
空
へ
帰
国
之
事
を
の
み
思
ひ
遣
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
　
　
指
を
さ
し
て
一
見
也
、
夫
よ
り
下
っ
て
お
い
ら
ん
の
部
屋
く
、
帯

　
　
　
　
な
る
障
子
の
穴
よ
り
覗
見
て
ふ
っ
た
ま
げ
、

　
　
一
同
軒
並
　
　
　
　
　
　
　
　
金
瓶
・
大
黒
座
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
　
　
右
両
家
ハ
東
京
一
の
女
郎
家
二
し
て
、
入
口
よ
り
直
、
つ
と
入
て
鬼

　
　
　
　
有
り
、
部
屋
二
而
茶
杯
を
呑
て
控
ひ
た
り
、
実
に
田
舎
の
育
と
い
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
　
　
で
も
、
ぼ
ん
脳
の
雲
は
れ
や
ら
で
、
何
ん
の
恐
る
S
事
あ
ら
ん
や

　
　
　
　
と
、
先
異
人
遊
君
酒
宴
の
間
ト
称
し
、
座
敷
一
見
仕
る
に
、
大
鏡
荘

　
　
　
　
り
て
然
も
一
対
の
巻
物
有
り
、
式
法
の
額
を
置
、
数
台
の
角
鏡
二
己

　
　
　
　
か
数

を
移
し
て
、
先
次
の
間
一
見
、
又
今
紫
と
称
し
、
新
二
し
つ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
）

　
　
　
　
い
毛
せ
ん
を
す
い
て
有
り
、
天
井
の
も
よ
ふ
ハ
紫
の
紋
に
し
て
立
派

　
　
　
　
也
、
是
ハ
諸
侯
方
御
遊
楽
の
間
ト
相
見
得
た
り
、
又
奥
座
敷
ハ
ふ
し

　
　
　
　
ん

最
中
な
り
、
又
お
ゐ
ら
ん
住
居
の
部
屋
く
を
透
し
見
ル
に
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
箪
笥
）

　
　
　
　
鏡
を
荘
り
、
髭
台
・
手
箱
・
衣
短
司
等
ハ
、
金
か
銀
か
ハ
知
ら
ね
ど

　
　
　
　
も
、
玉
を
あ
ざ
む
く
有
様
な
り
、
別
に
閨
屋
有
り
て
、
宛
も
夜
着
ハ
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も
よ
ふ
付
、
遊
女
寝
姿
を
見
る
に
、
い
と
び
っ
く
り
し
て
、
こ
そ

　
　
　
　く
と
其
家
を
逃
去
ル
、
斯
な
る
座
敷
一
覧
し
け
る
も
伯
父
様
の
案

　
　
　
　
内
に
て
、
銭
｝
文
遣
わ
ず
見
物
す
る
。

　
こ

の

日
記
は
明
治
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
近
世
の
状
況
を
表
し
て

い

る
と
は
い
え
な
い
が
、
遊
廓
の
内
部
ま
で
見
物
を
さ
せ
て
く
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
但
し
こ
の
時
の
吉
原
の
建
造
物
は
近
世
の
も
の
で
は
な
い
。
吉
原
は
何
回

も
火
災
に
よ
り
焼
失
し
て
い
る
が
、
慶
応
二
年
＝
月
四
日
に
も
火
災
が
発
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

し
、
二
年
間
の
仮
宅
営
業
を
し
て
い
る
。

　
以
上
紹
介
し
た
八
件
の
旅
は
い
ず
れ
も
徒
歩
に
よ
る
旅
で
あ
り
、
楽
し
み
と

し
て
の
旅
で
あ
る
が
、
江
戸
に
は
諸
国
の
廻
船
が
集
り
、
多
く
の
乗
組
員
達
も

江
戸
の
地
を
踏
ん
だ
。
こ
こ
で
は
そ
の
事
例
と
し
て
ア
メ
リ
カ
彦
蔵
の
場
合
を

　
　
　
（
1
2
）

み
て

み
よ
う
。

　
彦
蔵
は

嘉
永
三
年
九
月
初
旬
、
継
父
の
船
住
吉
丸
に
乗
り
、
兵
庫
か
ら
江
戸

に

向
っ
た
。
彼
は
途
中
で
知
人
の
乗
る
栄
力
丸
に
乗
り
換
え
、
江
戸
の
地
を
踏

ん

で

い

る
。
上
陸
し
た
彦
蔵
は
二
名
の
乗
組
員
に
連
れ
ら
れ
て
、
初
日
は
浅
草

周
辺
の
見
物
で
終
っ
て
い
る
。
二
日
目
は
亀
戸
方
面
、
三
日
目
は
芝
居
を
見
物

し
て
い
る
。
見
物
地
が
極
め
て
少
い
が
、
一
行
は
単
に
観
光
地
を
回
る
と
い
う

よ
り
、
遊
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
過
ご
し
方
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
浅
草
奥
山
）

　
そ
し
て
、
そ
こ
ら
一
帯
に
は
講
談
師
・
軽
業
師
・
手
品
師
・
街
頭
役
所
・
弓

　
場
・
ノ
ゾ
キ
ヱ
、
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
も
の
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
見
物
し
て
、
と
あ
る
か
ら
、
浅
草
だ
け

で
一
日
を
費
し
て
し
ま
う
の
も
無
理
は
な
い
。
船
員
達
は
物
見
遊
山
で
江
戸
に

来
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
し
、
久
し
振
り
で
陸
に
上
が
れ
た
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
見
物
よ
り
遊
び
に
重
点
が
置
か
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

⇔

　
江

戸
に
長
期
滞
在
し
た
事
例
と
し
て
、
近
江
国
滋
賀
郡
本
堅
田
村
庄
屋
錦
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

五
兵
衛
義
蔵
の
場
合
を
、
『
東
武
日
記
」
に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。
義
蔵
は
慶

応
二
年
三
月
一
七
日
か
ら
五
月
二
五
日
ま
で
江
戸
に
滞
在
し
て
い
る
。
長
期
滞

在
の
理
由
は
東
海
道
大
津
宿
の
助
郷
役
免
除
の
歎
願
の
た
め
で
あ
る
。

　
義
蔵
は
『
東
武
日
記
』
以
外
に
江
戸
往
復
の
記
録
と
し
て
『
中
山
道
十
四
垣

（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

根
」
と
『
東
海
紀
行
」
を
残
し
て
い
る
が
、
『
中
仙
道
十
四
垣
根
』
に
よ
る
と
、

歎

願
の
た
め
に
江
戸
に
来
た
の
は
大
庄
屋
の
辻
八
良
兵
衛
・
郷
士
惣
代
の
木
村

保
三
郎
、
大
津
よ
り
の
才
領
伊
之
助
そ
し
て
義
蔵
の
四
人
で
あ
っ
た
。

　
江

戸
に
到
着
し
た
一
行
は
麹
町
の
上
野
屋
惣
助
方
に
宿
を
求
め
る
が
、
「
后

之
家
四

人

と
も
一
夜
の
辛
抱
不
叶
相
困
リ
候
事
、
何
と
も
あ
し
き
旅
宿
也
」
と

い

う
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
翌
日
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
ら
し
い
麹
町
の
岩

城
升
屋
の

紹
介
で
、
平
川
町
弐
丁
目
の
川
越
屋
文
左
衛
門
方
に
移
動
し
て
い

る
。　
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3

　
江
戸
に
到
着
し
て
か
ら
の
数
日
間
は
歎
願
の
用
意
等
で
忙
し
く
、
三
月
二
一
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日
の
条
に
は
「
日
々
種
々
相
認
物
多
ク
シ
テ
余
リ
見
物
ニ
ハ
不
出
候
ナ
リ
、
」
と

記

さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
が
見
物
を
目
的
と
し
て
外
出
し
た
の
は
同
月
二
三
日
の

こ

と
で
あ
る
。
こ
の
時
は
両
国
回
向
院
及
び
両
国
の
各
種
見
せ
物
を
眺
め
、

「
見
世
物
小
家
彩
敷
人
大
群
集
せ

り
」
と
、
そ
の
混
雑
ぶ
り
を
記
し
て
い
る
。

　
三
月
二
六
日
に
は
湯
島
－
上
野
ー
東
本
願
寺
ー
浅
草
ー
三
囲
稲
荷
周
辺
と
、

伊
勢
参
宮
老
ら
が
歩
く
コ
ー
ス
を
回
っ
て
い
る
。
そ
の
後
牛
御
前
の
辺
り
か
ら

小
船
に

乗

り
、
山
谷
で
酒
宴
を
催
し
吉
原
に
向
っ
て
い
る
。
こ
の
日
の
帰
宅
は

夜
八
ツ
半
頃
と
な
り
、
吉
原
か
ら
駕
籠
で
帰
宅
し
て
い
る
が
、
「
道
中
処
々
〆

切
御
門
井
御
番
所
有
リ
テ
困
ル
」
と
、
帰
路
難
渋
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　
以
降
四
月
七
日
に
新
宿
・
市
ケ
谷
方
面
、
一
〇
日
に
は
赤
坂
御
門
か
ら
愛
宕

・

増
上
寺
方
面
を
見
物
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
そ
し
て
以
降
も
用
務
の
合
い
間

を
利
用
し
て
は
各
所
を
回
っ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
江
戸
城

見
物
で
あ
る
。
四
月
二
五
日
義
蔵
は
知
人
の
誘
い
に
よ
り
江
戸
城
西
の
丸
二
の

丸
の
普
請
が
完
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
城
中
見
物
を
す
る
機
会
を
得
た
。
こ

の
こ

と
に
つ
い
て
は
『
東
武
日
記
』
の
解
題
を
記
し
た
熊
倉
功
夫
氏
も
、
『
幕

末
と
い
う
時
代
が
い
か
に
人
々
の
好
奇
心
を
強
め
る
要
素
を
そ
そ
ぎ
こ
む
時
代

だ

っ

た

と
は
い
え
、
一
介
の
農
民
（
町
民
と
い
う
べ
き
だ
が
）
が
堂
々
と
西
ノ

丸
、
ニ
ノ
丸
の
奥
深
く
見
学
に
歩
け
た
と
は
、
想
像
を
絶
す
る
事
実
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

　
長

期
滞
在
を
し
て
い
る
と
、
当
然
の
こ
と
乍
ら
自
分
の
生
れ
育
っ
た
環
境
と

江
戸
の
比
較
を
書
き
留
め
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
主
な
も
の
を
日
を
追

・

て

掲
げ
て

み

よ
う
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　
　

三
月
二
九
日

　
　
　
△
但
江
戸
ノ
牛
車
ハ
上
方
ノ
車
ト
ハ
周
リ
一
尺
斗
リ
モ
小
キ
也

　
　

四
月
八
日

　
　
　

△
因
二
日
、
ひ
り
う
す
ヲ
が
ん
も
ど
き
ト
云
也
、

　
　
四
月
一
七
日

　
　
　
一
江
戸
表
ハ
山
ノ
手
亦
は
下
タ
町
ト
唱
候
、
何
ニ
テ
モ
珍
ら
敷
品
物
は

　
　
　
　
ス

ベ
テ

下

タ
町
二
有
リ
ト
云
々
、

　
　
　
一
上
料
理
屋
至
テ
少
シ
、
下
料
理
店
ハ
多
シ
、
男
女
は
上
方
ヨ
リ
ア
シ

　
　
　
　

ク
見
ユ
、

　
　
　
一
風
呂
屋
髪
結
床
至
テ
多
シ
、
町
毎
二
有
人
多
シ
、
髪
結
至
テ
下
手
ナ

　
　
　
　
リ
、

　
　
　
一
上
こ
ん
ぶ
一
切
無
之
二
付
、
こ
ん
ぶ
出
シ
喰
ス
事
ナ
シ
、

　
　
　
一
水
引
至
テ
ア
シ
ク
、
○
但
真
紅
○
金
赤
ノ
水
引
一
切
ナ
シ
、

　
比
較

と
は
い
っ
て
も
日
常
の
些
細
な
こ
と
、
東
に
対
す
る
西
の
優
越
感
を
記

す

程
度
で

は

あ
る
が
、
一
方
で
は
江
戸
の
巨
大
さ
、
何
処
に
で
も
群
を
な
す
人

々

が

い

る
こ
と
、
江
戸
城
内
を
見
た
た
め
か
将
軍
の
居
城
た
る
江
戸
城
に
対
す

る
畏
敬
の
念
を
書
き
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
聞
や
経
験
が
核
と
な
り
一
つ

の

江
戸
観
、
東
西
の
比
較
論
が
形
成
さ
れ
、
国
許
に
帰
っ
て
地
域
の
人
々
に
語



諸国人にとっての江戸

り
継
が
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

⑳

　

江

戸
に
短
期
間
滞
在
し
た
旅
人
の
事
例
を
中
心
に
紹
介
し
て
き
た
が
、
彼
ら

が

回
っ
た
主
な
観
光
地
を
ま
と
め
た
の
が
江
戸
に
お
け
る
主
要
見
物
地
一
覧
で

あ
る
。

　

主

な
観
光
地
の
な
か
に
は
現
存
し
な
い
も
の
、
場
所
が
移
動
し
て
し
ま
っ
た

も
の
な
ど
い
く
つ
も
あ
る
。
こ
の
う
ち
通
称
五
百
羅
漢
、
天
恩
山
五
百
大
阿
羅

漢
禅
寺
は
現
在
あ
る
羅
漢
寺
と
混
同
す
る
の
で
若
干
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
羅
漢
禅
寺
は

本
所
竪

川
の
南
に
あ
り
、
黄
棄
派
で
元
禄
八
年
の
創
建
で
あ

る
。
開
山
は
鉄
眼
禅
師
、
中
興
は
象
先
和
尚
、
松
雲
禅
師
を
開
基
の
大
祖
と
す

る
と
い
う
。
本
寺
が
観
光
地
と
し
て
人
気
を
集
め
た
理
由
の
一
つ
は
等
身
大
の

五
百
羅
漢
木
像
、
一
つ
は
三
匝
堂
で
あ
る
。
羅
漢
像
の
寄
進
者
に
は
桂
昌
院
、

浅
野
赤
穂
藩

主
、
紀
伊
国
屋
文
左
衛
門
ら
が
い
る
。
三
匝
堂
は
「
さ
ざ
ゐ
堂
」

と
も
呼
ば
れ
、
廊
下
を
螺
旋
状
に
昇
っ
て
行
く
と
三
階
に
出
、
降
り
る
と
き
は

昇
っ
て
き
た
道
を
通
ら
ず
降
り
る
こ
と
が
で
き
る
建
物
で
あ
る
。

　
人
気

を
博
し
た
羅
漢
禅
寺
も
弘
化
三
年
の
風
水
害
や
、
安
政
二
年
の
地
震
に

よ
り
荒
廃
し
、
明
治
二
〇
年
に
緑
町
（
墨
田
区
）
に
移
転
し
、
同
四
二
年
に
は

目
黒
不
動
の
隣
に
移
転
し
た
。
現
在
江
東
区
の
区
民
セ
ソ
タ
ー
前
に
建
つ
羅
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

寺
は
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
か
ら
昭
和
に
入
っ
て
移
転
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

旅
人
が

江
戸
で
見
物
を
し
た
所
を
細
大
洩
ら
さ
ず
書
き
記
し
た
と
は
考
え
ら

れ

な
い
が
、
た
と
え
ば
亀
戸
方
面
を
歩
い
て
い
る
の
に
、
こ
の
方
面
の
こ
と
を

ま
っ
た
く
記
さ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
①
の
安
孫
子
氏
は
泉
岳

寺
に
回
っ
た
記
述
が
な
い
し
、
②
の
今
井
氏
に
し
て
も
、
愛
宕
に
は
回
っ
て
い

な
い
が
見
物
に
行
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
④
の
飯
島
氏
は
数
多
く
の
旅
を
し
て
い

る
こ
と
、
江
戸
に
も
何
度
か
来
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
旅
の
以
前
又
は
以
降

に

一
覧
表
に

掲
げ
た
よ
う
な
観
光
地
を
見
て
回
っ
た
で
あ
ろ
う
。
⑤
・
⑦
に
つ

い
て

も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
⑧
の
武
田
氏
の
場
合
は
明
治
と
い
う
時
期
で

あ
り
、
江
戸
1
1
東
京
の
観
光
地
が
変
化
し
、
近
世
の
旅
人
が
立
ち
寄
っ
た
所
は

遠
隔
地
の

人
々

に

と
っ
て
観
光
地
か
ら
外
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

吉
原
の
場
合
、
場
所
が
場
所
だ
け
に
実
際
に
行
っ
て
も
書
き
記
さ
な
い
こ
と

が
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
江
戸
観
光
コ
ー
ス
の
地
域
を
大
き
く
分
類
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
③
・
⑤
・
⑥
は
い
ず
れ
も
神
田
－
上
野
－
浅
草
を
回
り
、
③
と
⑥
は
そ
の
あ

と
亀
戸
ま
で
足
を
伸
し
、
そ
れ
よ
り
両
国
に
来
て
い
る
。
こ
の
3
グ
ル
ー
プ
は

い
ず
れ
も
初
日
に
こ
の
コ
ー
ス
を
回
っ
て
い
る
。

　
②
・
④
・
⑧
は
前
者
の
逆
コ
ー
ス
で
、
浅
草
ー
上
野
ー
神
田
に
出
て
い
る
。

そ
れ
よ
り
②
は
大
名
小
路
、
④
は
丸
の
内
、
⑧
は
江
戸
城
内
か
ら
日
本
橋
と
、

ほ

ぼ

同
じ
よ
う
な
方
角
に
向
っ
て
い
る
。
②
・
④
は
こ
の
コ
ー
ス
を
二
日
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

歩
い
て
い
る
。
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飛

鳥
山
方
面

州
崎
弁
天

深

川
八
幡

泉

　

岳

　

寺

増
上
寺
周
辺

愛
宕
山
権
現
社

屋

見
物
・
買
物

越

後
屋
等
呉
服

大
名
小
路

主要見物地一覧

吉

原

羅

　

漢
　
寺

亀
戸
天
神
方
面

三

囲
稲
荷
周
辺

回
　

向
　

院

両

国
橋
近
辺

浅
草

寺
等
浅
草
方
面

東

本

願

寺

寺
・
上
野
方
面

不

忍

池
・
寛
永

島
天
神
方
面

神

田
明
神
・
湯

る
主
な
見
物
地

江
戸
に
お
け

旅
行
グ
ル
ー
プ
番
号

○○

○

○

　

○

○
○

○

　

○

○
○
○
　
○

○

○

○
○
○
○
　
○

○

○

　

○

○
　

○
○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○
○
　
○

　

○

○
○
○
　
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

②
・
⑤
は
深
川
・
亀
戸
そ
し
て
両
国
又
は
駒
形
方
面
を
巡
っ
て
い
る
。

③
・
④
・
⑥
・
⑧
は
東
海
道
沿
の
増
上
寺
等
を
見
て
い
る
が
、
当
然
の
こ
と

だ

が
、
上
方
方
面
か
ら
江
戸
に
入
っ
た
グ
ル
ー
プ
は
初
日
に
、
上
方
方
面
に
向

う
グ
ル
ー
プ
は
最
終
日
に
歩
い
て
い
る
。

各
グ
ル
ー
プ
が
歩
い
た
地
域
を
地
図
に
お
と
し
て
み
る
と
、
①
の
よ
う
に
比

較
的
長
く
江
戸
に
居
た
グ
ル
ー
プ
は
別
と
し
て
、
ほ
ぼ
江
戸
城
を
中
心
に
し
て

右
側
、
そ
れ
も
北
東
の
地
域
が
社
寺
参
詣
者
ら
が
江
戸
で
見
て
回
っ
た
観
光
地

で

あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

　

一
定
地
域
を
見
て
回
っ
た
原
因
の
一
つ
に
、
こ
の
地
域
に
は
何
か
所
も
の
多

く
の
人
々
が
集
ま
る
所
、
ー
浅
草
・
両
国
・
日
本
橋
近
傍
等
々
ー
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
旅
日
記
の
多
く
に
は
人
が
多
か
っ
た
こ
と
、
賑
や
か
で
あ
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
彦
蔵
も
浅
草
の
印
象
を
次
の
よ
う
に
記
し
て

（1
7
）

い
る
。

　

幾
千

も
の
人
々
が
往
来
し
、
あ
ま
り
の
雑
踏
に
、
私
は
ま
っ
た
く
気
が
落

　

ち
着
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
先
任
士
官
の
手
に
し
っ
か
り
と
し
が
み

　

着
き
、
ま
ず
右
を
見
、
つ
ぎ
は
左
と
い
っ
た
具
合
に
し
て
、
何
で
も
見
よ

　

う
と
し
た
。

両
国
に

つ
い
て

も
人
が
多
か
っ
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
が
、
江
戸
の
名
所
と

は
極
論
す
れ

ば

江
戸
の
巨
大
さ
で
あ
り
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
も
の
が
何
か
所
も

あ
る
雑
踏
で
あ
っ
た
。

348



泉
岳
寺
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　　　　　　　　　　・寛永寺

　　　　　中　　　・不忍池

　　　　　　　　．湯島天神

　　　　　山・神麟評

　　　　　　　　道　　　　中

　　　　　　　　　　　日本橋

　　　　　　駕　東

愛宕山　　　道

　芝神明・

増上寺

国
橋

・牛御前

三囲稲荷

　　　・吾妻森
　　　　　　　旧
　　・亀戸天神

竪　　川

　　　　゜五百羅漢

漂稲荷小名木川

永代橋
　　　富岡八幡宮

　　　　　洲崎弁天

　
　
　
　
　
　
m

図置位地物見要主
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二　江戸近国人にとっての江戸

　

さ
ら
に
先
述
し
た
よ
う
に
、
『
東
武
日
記
」
に
も
「
何
ニ
テ
モ
珍
ら
敷
品
物

は

ス

ベ
テ

下

タ
町
二
有
リ
」
と
い
う
よ
う
に
人
の
目
を
引
く
品
々
が
店
先
に
並

び
、
人
混
み
の
中
を
ウ
ィ
ソ
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
で
き
る
地
域
で
あ
っ
た
た
め

で
あ
る
。

　
こ

う
し
た
江
戸
の
観
光
地
を
、
遠
隔
地
の
人
々
が
容
易
に
回
る
こ
と
が
で
き

た

の
で

あ
ろ
う
か
。
旅
日
記
の
紹
介
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
多
く
の
旅
人
は
案

内
人
を
頼
ん
で
、
ま
た
は
江
戸
の
知
人
等
の
案
内
に
よ
り
、
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ

の

中
に
江
戸
を
知
る
人
が
い
て
、
歩
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
多
く
の
江
戸
の

ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
が
出
版
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
本
を
片
手
に
歩
く
こ
と
は
不

可
能
で

あ
っ
た
ろ
う
。

　
江

戸
で
の
旅
人
の
行
動
を
み
る
た
め
、
本
稿
で
は
八
点
の
旅
日
記
を
例
示
し

た

が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
東
国
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
意
識
的

に

東

国
の
旅
日
記
の
み
を
収
集
例
示
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
必
然
的
な
結
果
で

あ
る
。
江
戸
近
国
の
人
々
は
籾
置
き
、
東
国
の
人
々
が
江
戸
を
見
物
す
る
と
い

っ

て

も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
江
戸
以
外
の
地
の
社
寺
参
詣
ー
伊
勢
参
宮
が
最
も

多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
ー
の
途
中
に
立
ち
寄
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ

れ
に

対

し
て
西
国
の
人
々
に
と
っ
て
江
戸
は
伊
勢
参
宮
の
つ
い
で
に
と
い

う
距
離
で
は
な
い
。
さ
ら
に
当
時
の
最
大
の
観
光
地
で
あ
る
社
寺
を
江
戸
ま
で

態
々
見
に
く
る
必
要
な
ど
無
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
を
見
た
人
間
が
多

く
い
た
地
域
と
、
江
戸
を
見
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
地
域
と
が
存
在
し
た
こ
と

が
わ

か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0

　
一
方
長
期
滞
在
者
ー
と
い
っ
て
も
本
稿
で
は
僅
か
一
例
で
あ
る
が
ー
の
中
で
　
3

も
西
国
、
そ
れ
も
京
、
大
坂
に
距
離
的
に
も
、
文
化
的
に
も
近
い
地
域
の
人
々

は
、
江
戸
を
西
の
文
化
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
見
て
い
た
。
そ
こ
に
一
種
の

優
越
感

を
抱
い
た
に
し
て
も
、
江
戸
の
巨
大
さ
‖
将
軍
の
地
と
い
う
こ
と
は
否

応
な
し
に
認
識
し
て
江
戸
の
地
を
去
っ
た
で
あ
ろ
う
。

二
　
江
戸
近
国
人
に
と
っ
て
の
江
戸

　
遠
隔
地
の

人
々

に

対

し
、
江
戸
近
国
の
人
々
と
江
戸
と
の
関
り
ー
旅
ま
た
は

そ

れ

に

類

し
た
観
点
か
ら
ー
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
は
上
総
国
望
陀
郡
大
谷
村
の
農
民
朝
生
家
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ

て

み
た

い
。
大
谷
村
は
久
留
里
藩
領
に
属
す
る
村
で
、
城
下
町
久
留
里
よ
り
東

に

徒
歩
四
〇
分
程
の
所
に
位
置
す
る
。
石
高
は
近
世
後
期
に
は
二
八
「
石
余
、

人
口

は

五
〇
余
戸
で
周
囲
は
低
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
寸

　
朝
生
家
は
大
谷
の
名
主
を
交
代
で
勤
め
る
家
で
、
安
政
頃
か
ら
明
治
二
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

代
に

至

る
ま
で
、
親
子
二
代
に
渡
っ
て
日
記
を
綴
っ
て
い
る
。

　
こ

の

日
記
に
よ
る
と
、
大
谷
村
の
人
は
少
く
と
も
二
名
が
毎
年
江
戸
に
行
っ

て

い

る
。
そ
れ
は
虎
の
門
の
京
極
家
内
に
あ
る
金
毘
羅
代
参
の
た
め
で
あ
る
。

　
大
谷
村
に

お

け
る
金
毘
羅
代
参
が
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
か
は
明
ら
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か
で

は

な
い
が
、
代
参
の
経
過
を
慶
応
三
年
の
朝
生
家
の
日
記
に
よ
り
み
て
み

よ
う
。
少
々
繁
雑
に
な
る
が
、
代
参
者
の
決
定
か
ら
帰
途
ま
で
を
、
日
記
を
も

と
に
追
っ
て
み
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
久
留
里
周
辺
の
人
々
の
江
戸
に
対
す
る
関

り
方
、
感
覚
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
慶
応
三
年
正
月
に
行
わ
れ
た
闇
で
朝
生
家
の
当
主
八
郎
兵
衛
は
金
毘
羅
代
参

の

園
を
引
き
当
て
て
い
る
。
八
郎
兵
衛
の
外
に
政
右
衛
門
が
園
に
当
っ
て
い

る
。
「
酒
迎
」
や
御
神
酒
・
掛
け
銭
な
ど
、
代
参
に
伴
う
諸
行
事
は
前
年
の
代

参
者
が

担

当
し
て
い
る
。
落
劃
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
講
か
ら
一
貫
五
百
五
十
文
が

交
付
さ
れ
て
い
る
。

　
代
参
者
の
う
ち
政
右
衛
門
は
都
合
に
よ
り
、
代
参
の
権
利
を
市
右
衛
門
の
埣

金
之
助
に

譲
っ
て
い
る
。
こ
の
外
八
郎
兵
衛
の
妻
も
と
、
八
平
の
妻
を
み
ち
が

代
参
に
同
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
を
み
ち
は
久
留
里
藩
江
戸
屋
敷
に
御
台
所

御
椀
方
と
し
て
勤
め
る
夫
の
も
と
に
行
く
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
八
郎
兵
衛
の

妻

も
と
が
同
行
す
る
の
は
、
二
男
熊
治
郎
の
結
婚
衣
裳
を
江
戸
で
調
え
る
た
め

で

あ
る
。
を
み
ち
が
同
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

　
八
郎
兵
衛

ら
は
正
月
九
日
に
代
参
に
出
発
し
た
。
八
郎
兵
衛
の
妻
も
と
は
二

男
の
熊
治
郎
が
、
八
平
の
妻
を
み
ち
は
智
の
平
治
が
馬
に
乗
せ
て
木
更
津
ま
で

送
っ
て
い
る
。

　
婚
礼

の
。
。
貝
物
も
兼
ね
た
八
郎
兵
衛
夫
妻
の
所
持
金
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
覚

　
　
正
月
九
日

　
　
一
金
四
拾
弐
両
弐
分
也
　
　
　
八
郎
兵
衛
持
参

　
　
同
外
二
少
々

　
　
一
銭
七
貫
文
　
　
当
百
二
而
　
同
人
持
参

　
　
　
　
外
二
少
々
文
久
セ
に

　
　
正
月
九
日

　
　
一
同
拾
両
也
　
　
　
　
　
　
　
も
と
持
参

　
　
　
　
外
二
少
々

　
　
同

　
　
一
銭
弐
貫
文
　
　
　
　
　
　
　
同
人
持
参

　
両
名
合
わ
せ
て
五
十
両
余
と
九
貫
文
余
の
銭
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
金
銭
を

懐
中
に
し
て
江
戸
に
出
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
等
に
と
っ
て
江
戸
が
身
近
な
も

の
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
行
は
六
ツ
時
に
大
谷
村
を
立
ち
、
木
更
津
に
九
ツ
頃
到
着
し
、
船
問
屋
伊

勢
屋
九
兵
衛
方
に
入
り
、
こ
こ
で
昼
食
を
と
り
、
船
の
手
配
を
し
て
い
る
。
こ

こ
で
八
郎
兵
衛
は
御
年
玉
と
し
て
金
一
朱
を
九
兵
衛
に
渡
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
従
前
よ
り
両
者
は
面
識
が
あ
っ
た
の
か
、
村
と
し
て
こ
の
伊
勢
屋
を
利
用

し
て
い
た
の
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
船
賃
は
艀
代
が
二
人
分
百
三
十
二
文
、
大
船
賃
1
1
木
更
津
船
が
二
人
分
弐
朱

と
二
百
文
で
、
八
ツ
時
頃
出
航
し
、
夜
の
四
ツ
時
頃
神
奈
川
に
到
着
し
て
い

る
。
神
奈
川
に
到
着
し
た
の
は
荷
船
で
あ
っ
た
た
め
と
い
う
。
神
奈
川
に
到
着

し
た
船
客
は
馬
に
乗
り
神
奈
川
宿
の
新
羽
屋
に
泊
っ
て
い
る
。
船
客
の
す
べ
て

か

ど
う
か
は
判
ら
な
い
が
、
乗
客
の
う
ち
新
羽
屋
に
泊
っ
た
同
乗
者
に
つ
い
て

次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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…
・
・
神
奈
川
新
羽
屋
源
兵
衛
宅
へ
泊
り
、
上
サ
大
谷
村
四
人
、
く
る
り
下

　
　
町
石
屋
治
助
、
戸
崎
村
若
者
一
人
是
ハ
江
戸
神
田
二
奉
公
致
候
二
付
行
、

　
　

同
国
真
里
谷
村
金
井
台
酒
と
ふ
じ
一
人
〆
七
人
泊
り
、
（
中
略
）
九
日
夜

　
　
神
奈
川
に
つ
は
や
二
而
下
町
治
助
殿
二
酒
馳
走
二
相
成

　

七
名
は
連
れ
立
っ
て
新
羽
屋
を
出
立
し
、
品
川
宿
で
三
名
の
同
船
者
と
別

れ
、
七
ツ
時
前
に
虎
の
門
の
金
毘
羅
に
到
着
し
て
い
る
。

　
　

七
ッ
時
前
金
毘
羅
様
江
参
詣
仕
候
、
御
札
九
拾
枚
代
七
百
四
拾
八
文
払
、

　
　
夫
汐
芝
愛
宕
山
増
上
寺
所
々
見
物
致
、
西
の
御
丸
内
ハ
旅
人
宅
不
通
、
右

　
　
二
付
江
戸
亡
し
参
り
、
く
る
り
仲
町
川
俣
屋
∂
江
戸
居
り
候
娘
へ
着
物
遣

　
　
シ
候
二
付
、
八
郎
兵
衛
頼
れ
着
物
江
戸
亡
し
鈴
木
や
持
参
致
候
処
、
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弟
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
物
脱
）

　
　

り
仲
町
藤
崎
屋
娘
井
第
卯
之
吉
居
合
、
右
弐
人
江
川
俣
屋
♂
頼
れ
候
着
同

　
　
屋
娘
方
へ
御
届
ヶ
可
被
下
候
様
相
頼
、
川
俣
屋
汐
御
手
紙
御
座
候
義
相
渡

　
　
相
頼
置
、
江
戸
宅
し
鈴
木
屋
出
立
、
四
人
二
而
下
屋
御
屋
敷
黒
田
筑
後
守

　
　
様
御
台
所
御
椀
方
相
勤
居
候
八
平
殿
方
へ
行
一
宿
致
、
此
時
八
平
殿
女
房

　
　
参
り
、
酒
肴
・
そ
は
御
馳
走
被
下
候
、
滝
村
可
ん
兵
衛
殿
そ
ば
被
下
候
、

　
　
大
谷
村
勤
番
長
左
衛
門
合
せ
参
り
呉
申
候

　
一
行
は
代
参
を
済
ま
せ
、
各
所
を
見
物
し
江
戸
橋
の
鈴
木
屋
に
赴
い
て
い

る
。
こ
れ
は
久
留
里
仲
町
の
川
俣
屋
よ
り
、
江
戸
に
居
る
娘
に
着
物
を
渡
す
よ

う
に
依
頼
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
一
行
が
鈴
木
屋
に
到
着
す
る
と
久
留
里
仲
町

の

藤
崎
屋
の

娘

と
弟
が
居
合
せ
た
た
め
、
川
俣
屋
か
ら
の
頼
ま
れ
物
を
彼
等
に

渡
し
て
い
る
。
藤
崎
屋
の
娘
と
川
俣
屋
の
娘
が
頻
繁
に
交
流
が
あ
っ
た
た
め
で
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あ
ろ
う
。
一
行
は
そ
の
夜
は
黒
田
氏
の
江
戸
藩
邸
に
勤
め
る
八
平
方
に
宿
泊
し
　
3

て

い
る
。

　

八
郎
兵
衛
夫
妻
と
金
之
助
は
翌
一
月
十
一
日
早
朝
に
藩
邸
を
出
て
各
所
を
見

物
し
、
五
ツ
時
頃
駿
河
町
越
後
屋
で
八
郎
兵
衛
の
二
男
熊
治
郎
の
婚
礼
用
衣
裳

な
ど
を
買
い
求
め
、
代
金
三
十
一
両
一
分
を
支
払
っ
て
い
る
。
八
ツ
時
頃
昼
食

の

た

め

越
後
屋
二
階
に

上

り
酒
食
の
も
て
な
し
を
受
け
て
い
る
。
越
後
屋
は
注

問
の
品
を
す
ぐ
に
仕
立
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
は
ど
う
い
う
事
情
で

か
即
仕
立
が

叶
ず
、
「
右
品
物
早
速
仕
立
相
成
不
申
候
二
付
、
無
是
悲
品
物
請

取
、
暇
乞
し
て
」
と
記
し
て
い
る
。

　

続
い
て
一
行
は
上
野
広
小
路
の
松
坂
屋
に
向
い
、
こ
こ
で
唐
桟
織
　
反
を
購

入
、
下
谷
で
半
紙
、
酒
を
買
い
求
め
、
一
泊
し
た
八
平
に
酒
と
半
紙
を
礼
と
し

て

置
い
て
い
る
。
こ
の
外
藩
邸
に
は
大
谷
村
の
も
の
も
働
い
て
い
る
の
で
彼
に

も
半
紙
を
贈
っ
て
い
る
。
八
平
の
妻
を
も
と
も
帰
国
す
る
と
い
う
こ
と
で
共
に

藩
邸
を
出
、
妻
恋
稲
荷
・
神
田
明
神
を
参
詣
し
、
須
田
町
で
図
書
、
縮
緬
切
れ

を
、
本
石
町
で
柳
籠
、
脇
差
、
下
谷
で
鼻
緒
を
購
入
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
隣

家
で

鼻
紙
を
購
入
し
た
際
金
子
三
分
二
朱
を
紛
失
し
て
い
る
。

　
こ

れ

よ
り
一
行
は
再
び
江
戸
橋
に
戻
り
乗
船
す
る
が
、
以
下
は
原
文
を
引
用

し
て
お
き
た
い
。

　
　
暮
六
ツ

時
江

戸
橋
上
総
屋
へ
参
り
、
今
晩
船
乗
致
度
咄
シ
候
処
、
か
つ
さ
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屋
御
承
知
被
下
候
、
半
紙
壱
状
海
賊
橋
二
而
買
、
四
人
上
総
屋
二
而
夜
飯

　
　
致
、
此
分
八
平
殿
二
∠
上
総
国
主
人
汐
伯
父
様
故
、
宅
た
こ
セ
ん
四
人
御

　
　
取
不
被
下
候
二
付
、
半
紙
壱
状
金
弐
朱
御
年
玉
と
し
て
遣
シ
申
候
処
、
此

　
　
義
御
取
不
被
下
候
、
御
馳
走
二
相
成
御
礼
を
申
、
暇
乞
し
て
乗
船
致
、
江

　
　
戸
亡
し
会
所
帳
附
セ
ん
一
人
十
六
文
、
亡
し
け
↓
人
百
文
ツ
」
、
右
セ
ん

　
　
弐
人
分
弐
百
三
十
弐
文
払
、
夜
四
ツ
時
頃
乗
船
、
無
程
出
船
、
品
川
下
江

　
　
船
留
、
大
寒
二
而
難
渋
致
居
申
候
、

　
右
の
記
事
に
よ
り
木
更
津
方
面
の
住
民
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
舟
宿
が
少
く

と
も
二
軒
は
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
帰
途
の
世
話
に
な

っ

た

上
総
屋
は

八
平
の
伯
父
に
あ
た
る
店
で
あ
っ
た
。
な
お
「
江
戸
亡
し
会
所

帳

付
セ
ソ
一
人
分
十
六
文
」
と
あ
る
の
は
、
木
更
津
船
乗
船
に
際
し
て
住
所
氏

名
を
記
す
手
間
賃
で
あ
ろ
う
。

　
出
船
し
た
木
更
津
船
は
品
川
下
で
留
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
夜
明
け
を
待
っ

て

の

出
航
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
明
六
ツ
時
前
に
品
川
下
を
出
航
し
、
四
ツ
時
頃

に

木
更
津
に
到
着
し
、
こ
こ
で
漉
油
・
蒲
団
・
筆
墨
・
菓
子
を
買
い
求
め
、
夜

に

入
っ
て
大
谷
に
戻
っ
て
い
る
。

　
時
代
は

前
後

す
る
が
、
安
政
六
年
六
月
に
名
主
職
を
退
い
た
八
郎
兵
衛
は
、

四

国
の
金
毘
羅
に
旅
立
ち
、
参
詣
を
終
え
七
月
二
九
日
に
江
戸
に
到
着
し
て
い

る
。　

　
夫

♂
江
戸
上
野
へ
出
、
先
東
叡
山
様
参
詣
致
、
旅
つ
か
れ
ゆ
へ
直
江
戸
亡

　
　

し
へ
七
ッ
半
時
着
、
松
屋
泊
り
、
亡
た
こ
代
弐
百
六
拾
四
文
、
此
時
亀
山

　
　
柳
瀬
前
糀

屋
主
人
始
て
酒
呑
合
、
酒
肴
代
弐
百
廿
四
文
、
是
ハ
八
郎
兵
衛

　
　

出
ス
、
八
月
朔
日
早
朝
江
戸
宅
し
側
二
而
月
代
刺
セ
ソ
三
十
弐
文
、
帯
く

　
　
げ

セ

ん

百
拾
弐

文
、
松
屋
二
而
朝
飯
い
た
し
夫
汐
五
ッ
時
汐
所
々
見
物
出

　
　
て

（
中
略
）
八
月
朔
日
夜
五
ッ
半
時
乗
船
、
宅
し
け
代
廿
四
文
、
大
船
弐

　
　
百

文
、
八
月
二
日
九
ッ
半
時
木
更
津
へ
着
船

　
上
総
の
久
留
里
と
い
う
よ
り
、
木
更
津
を
中
心
と
し
た
辺
り
の
人
々
に
と
っ

て

の

江
戸
は
適
当
な
行
楽
と
し
て
の
地
で
あ
り
、
時
と
し
て
高
額
な
買
い
物
を

す
る
場
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
木
更
津
周
辺
地
域
と
江
戸
と
の
仲
介
役
を
果
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

の
が

江
戸
橋
広
小
路
の
船
宿
で
あ
っ
た
。
江
戸
橋
広
小
路
に
関
し
、
大
熊
喜
邦

氏
は
江
戸
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
位
置
付
け
、
「
そ
の
昔
賑
か
な
一
区
画
を
な
し
て

ゐ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
江

戸
橋
広
小
路
は
確
か
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
機
能
を
有
し
、
さ
ら
に
床
見
世
で

は

小
間
物
・
古
本
・
煙
草
入
等
々
小
物
を
販
売
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に
遠
隔
地

か

ら
の
旅
人
が
寄
っ
た
様
子
が
無
い
。
恐
ら
く
こ
の
地
域
は
旅
人
が
そ
の
賑
い

を
遠
く
か
ら
眺
め
る
地
で
あ
っ
て
、
立
ち
入
れ
る
所
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い

か
。
両
国
辺
り
と
は
機
能
を
異
に
す
る
江
戸
橋
広
小
路
は
、
江
戸
人
が
日
常

の

買
物
を
す
る
所
で
あ
っ
て
、
他
地
域
の
人
間
と
し
て
は
、
房
総
や
三
浦
半
島

の

人
間
が
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
所
で
あ
ろ
う
。

　
虎
の
門
の
金
毘
羅
に
来
た
八
郎
兵
衛
等
は
こ
の
時
江
戸
橋
広
小
路
の
鈴
木
屋
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おわりに

と
上
総
屋
と
接
触
を
持
っ
て
い
る
し
、
安
政
六
年
に
四
国
に
旅
し
た
時
は
帰
路

江
戸
橋
広
小
路
の
松
屋
に
泊
っ
て
い
る
。
し
か
も
こ
こ
で
久
留
里
藩
領
亀
山
の

人

と
始
め
て
逢
っ
た
と
い
っ
て
は
酒
を
交
し
て
い
る
。
当
所
は
江
戸
の
マ
ー
ケ

ッ

ト
で
あ
る
と
同
時
に
、
少
く
と
も
木
更
津
方
面
の
人
々
に
と
っ
て
江
戸
に
お

け
る
基
地
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　
江

戸
を
見
物
し
た
人
々
の
多
く
は
、
伊
勢
参
宮
な
ど
社
寺
参
詣
の
途
中
立
ち

寄
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
す
べ
て
と
い
っ
て

よ
い
ほ
ど
が
江
戸
城
を
中
心
と
し
て
北
東
の
方
角
を
主
と
し
て
回
っ
て
い
た
。

そ

の

主

な
観
光
地
は
神
田
・
湯
島
方
面
、
上
野
、
浅
草
、
両
国
、
亀
戸
、
深
川

方
面

と
、
増
上
寺
等
東
海
道
に
沿
っ
た
社
寺
な
ど
で
あ
っ
た
。
但
し
本
稿
に
お

い
て

は
、
甲
州
道
中
を
利
用
し
た
人
々
の
史
料
の
分
析
を
し
て
い
な
い
こ
と
を

断
っ
て
お
く
、
こ
の
地
域
に
は
繁
華
の
地
が
何
か
所
も
あ
り
、
江
戸
を
訪
れ
た

人
々

は
こ

う
し
た
所
を
見
て
歩
く
こ
と
に
よ
り
、
巨
大
都
市
江
戸
を
実
感
し
た

だ
ろ
う
。

　
江
戸
を
見
た
人
々
は
、
そ
れ
も
短
期
間
に
江
戸
を
見
て
回
っ
た
の
は
東
国
の

人
々

が

圧
倒
的

多
数
を
占
め
た
と
み
ら
れ
る
。
将
軍
の
居
住
地
と
し
て
の
巨
大

で

繁
栄

を
極
め
た
ー
た
と
え
そ
れ
が
表
面
的
な
も
の
で
あ
っ
た
に
し
て
も
ー
江

戸
を
見
た
人
々
は
、
江
戸
の
巨
大
さ
の
中
に
将
軍
の
権
力
を
み
た
の
で
は
な
い
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江

戸
を
見
た
人
の
多
少
が
、
同
一
地
域
内
の
階
層
別
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
地
域
差
そ
れ
も
東
国
と
西
国
と
に
大
別
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
江
戸
を
見
た

か
否
か

は
、
人
々
の
幕
府
に
対
す
る
認
識
に
何
ら
か
の
差
異
を
生
じ
さ
せ
た
も

の

と
考
え
る
。

　
一
方
西
国
の
長
期
滞
在
者
の
場
合
、
江
戸
を
東
と
西
の
差
と
い
う
か
、
西
が

常
に
優
位
で
あ
り
た
い
と
い
う
先
入
観
に
よ
り
江
戸
を
見
、
東
西
の
比
較
論
を

作

り
上
げ
て
帰
国
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
生
涯
に
一
度
か
二
度
ぐ
ら
い
の
旅
を
し
た
人
々
を
対
象
と
し
た
か

っ

た

が
、
史
料
の
上
か
ら
現
段
階
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
断
っ
て
お

く
。
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